
１　

埼
玉
の
文
化
・
文
学

　
 
埼
玉 
の　

津
に
居
る
船
の　

風
を 
疾 
み　

綱
は
絶
ゆ
と
も　
 
言 
な
絶
え
そ
ね

さ
き
た
ま 

い
た 

こ
と

　
「
万
葉
集
」
巻
第
十
四
、
東
歌
、
武
蔵
国
相
聞
往
来
歌
九
首
の
う
ち
三
三
八
〇

番
歌
。「
埼
玉
の
船
着
場
に
繋
が
れ
た
舟
が
、
風
の
勢
い
が
増
し
て
そ
の 
舫  
綱 

も
や
い 
づ
な

が
切
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
手
紙
を
寄
越
す
こ
と
は 
止 
め
な
い
で
お
く
れ
」

や

の 
意
か 
。 
埼
玉 
は
、 
幸
魂 
に
通
ず
。
唱
え
れ
ば
言
霊
と
な
り
て
、
武
蔵
の
大
地

（
註
１
） 

さ
き
た
ま 

さ
き
た
ま

の
豊
穣
を
約
そ
う
か
。
こ
れ
に 
擬 
え
ば
、
埼
玉
の
文
化
の
豊
か
な
稔
り
も
保
証

な
ぞ
ら

さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

詩
魂
の
こ
の
故
里
は
確
か
に
、
諷
詠
詩
人
を
迎
え
る
に
相
応
し
い
美
し
い
田

園
が
広
が
り
、
好
事
の
人
士
を
育
む
に
絶
好
の
地
で
あ
っ
た
。
埼
玉
の
近
代
文

学
は
ま
ず
、
短
詩
型
文
学
に
始
ま
る
。 
太  
田  
玉  
茗 
は
、〈
明
治
〉
期
の
埼
玉
の

お
お 
た 
ぎ
ょ
く 
め
い

近
代
詩
を
一
身
に
負
う
か
の
観
が
あ
る
。〈
大
正
〉
期
に
は
、「
日
本
民
謡
」
を

主
宰
し
た 
霜  
田  
史  
光 
、「
明
星
」
の
中
期
を
支
え
た 
平  
野  
万  
里 
、〈
昭
和
〉
期
に

し
も 
た 
の
り 
み
つ 

ひ
ら 
の 
ば
ん 
り

は
、
自
伝
「
詩
人
の
運
命
」
の
岡
本
潤
が
知
ら
れ
る
。

　

活
発
な
詩
壇
、
歌
俳
壇
、
所
謂
韻
文
の
盛
況
に
比
し
て
、
散
文
に
関
し
て
は
、

そ
の
栄
華
の
時
は
長
く
待
た
れ
て
い
た
。
埼
玉
を
舞
台
と
す
る
著
名
作
品
は
、

田
山
花
袋
「
田
舎
教
師
」
に
極
ま
る
。
さ
ら
に
、
埼
玉
人
に
と
っ
て
の
誇
り
は
、

森
R
外
の
「
青
年
」
に
大
宮
公
園
が
現
わ
れ
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
の
ち
、 
佐 さ

 
藤  
紅  
緑 
の
少
年
小
説
「
あ
ゝ
玉
杯
に
花
う
け
て
」
が
唯
一
気
を
吐
い
て
い
た
こ

と
う 
こ
う 
ろ
く

と
に
あ
っ
た
。

２　

埼
玉
の
小
説

　

近
代
埼
玉
の
文
学
・
文
学
者
を
網
羅
的
に
紹
介
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
、『
埼

玉
現
代
文
学 
事
典 
』
が
好
個
の
資
料
で
あ
る
。
同
書
は
見
返
し
に
、「
埼
玉
の
現

（
註
２
）

代
文
学
地
図
」
を
付
す
。
文
学
者
の
在
住
地
（
誕
生
・
一
時
在
住
を
含
む
）、
来

訪
・
執
筆
の
地
、
作
品
（
作
品
に
描
か
れ
た
地
）、
文
学
碑
（
作
家
・
作
品
）
の

別
に
、
幾
多
の
項
目
が
盛
り
こ
ま
れ
て
い
る
。
埼
玉
の
近
代
文
学
は
、
お
も
む

ろ
に
進
展
・
充
実
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
埼
玉
ゆ
か
り
の
小
説
家
を
改
め
て

大
観
し
て
お
き
た
い
。

①　

埼
玉
出
身
者　：

　
埼
玉
出
身
の
大
衆
小
説
家
と
し
て
、「 
雪  
之  
丞  
変 

ゆ
き 

の 

じ
ょ
う 
へ
ん

 
化 
」（
一
九
三
五
年
）
の 
三  
上  
於  
菟  
吉 
が
い
る
。
行
動
主
義
文
学
の
作
家
で
、

げ 

み 
か
み 
お 

と 
き
ち

「
仮
面
天
使
」（
四
八
年
）
の
豊
田
三
郎
。「
山
村
の
女
達
」（
三
九
年
）
の
大

谷
藤
子
。
新
歌
舞
伎
作
者
で
「 
巷  
談  
宵  
宮  
雨 
」（
三
五
年
）
の
宇
野
信
夫
。

こ
う 
だ
ん 
よ 
み
や
の 
あ
め

（
二
九
）

埼
玉
の
近
代
文
化

　
　

│ 
児
童
文
学
に
お
け
る
展
開
・
石
井
桃
子 
│

河　

野　

基　

樹

─ １６２ ─



埼玉の近代文化

三
上
は
庄
和
町
、
豊
田
は
草
加
市
、
大
谷
は
両
神
村
、
宇
野
は
本
庄
市
の
出

身
。「
罪
に
立
つ
」（
二
二
年
）
の
細
田
源
吉
は
川
越
で
あ
る
。

②　

時
代
が
下
っ
て
の
埼
玉
出
身
者　：

　
年
代
順
に
挙
げ
る
。
芥
川
賞
候
補

作
「
般
若
」（
三
八
年
）
の 
秋  
山  
正  
香 
。「
時
雨
の
鷹
」（
五
二
年
）
の 
沙  
羅  
双 

あ
き 
や
ま 
ま
さ 
か 

さ 

ら 
そ
う

 
樹 
。
芥
川
賞
候
補
作
品
で
、
映
画
化
さ
れ
た
「
夜
の
河
」（
五
二
年
）、「
小
説

じ
ゅ川

端
康
成
」（
七
三
年
）
の
沢
野
久
雄
。「
青
春
万
歳
」（
五
七
年
）
の
宮
崎
博

史
。
秋
山
は
行
田
、
沙
羅
は
越
ヶ
谷
、
沢
野
と
宮
崎
は
浦
和
。

③
埼
玉
出
身
で
は
な
い
が
、
埼
玉
に 
縁 
の
作
家
、
④
埼
玉
を
題
材
に
取
っ
た

ゆ
か
り

作
品
と
そ
の
作
者
、
の
い
ず
れ
も
枚
挙
い
と
ま
な
い
。

３　

埼
玉
の
児
童
文
学　

―
― 
童
話
・
少
年
少
女
小
説
を
中
心
と
し
て

　

埼
玉
の
地
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
模
索
さ
れ
、
展
開
さ
れ
て
き
た
児
童
文
学
の

分
野
は
、
実
は
豊
穣
な
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

埼
玉
児
童
文
学
の
草
創
、
そ
の
中
で
も
散
文
の
分
野
は
、
北
川
千
代
に
そ
の

一
つ
の
源
流
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。
出
身
は
深
谷
。
そ
の
業
績
を
記
念
し
、

日
本
児
童
文
学
者
協
会
に
よ
り
、
一
九
六
九
年
、「
北
川
千
代
賞
」
が
創
設
さ
れ

た
。

　

旧
制
・
浦
和
中
学
の
生
徒
と
、
町
の
勤
労
少
年
と
の
義
侠
を
描
い
た
の
が
、

「
あ
ゝ
玉
杯
に
花
う
け
て
」（
二
八
年
）。
少
年
野
球
を
テ
ー
マ
に
、
立
身
出
世
を

説
く
こ
の
小
説
の
作
者
は
、
佐
藤
紅
緑
。
同
作
品
は
、
埼
玉
の
み
な
ら
ず
、
全

国
の
少
年
の
絶
大
な
支
持
を
受
け
た
。
こ
の
成
功
を
受
け
、
紅
緑
は
そ
の
後
も
、

雑
誌
「
少
年
倶
楽
部
」
に
拠
っ
て
少
年
少
女
小
説
を
書
き
続
け
、
大
日
本
雄
弁

会
講
談
社
の
文
化
、
す
な
わ
ち
、
戦
前
・
中
の
大
衆
児
童
文
化
を
牽
引
し
た
。

　
 
早
船 
ち
よ
「
キ
ュ
ー
ポ
ラ
の
あ
る
街
」（
六
一
年
）
は
、
鋳
物
の
町
・
川
口
を

は
や
ふ
ね

舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
青
春
譜
。
青
少
年
の
成
長
小
説
で
あ
る
の
と
同
時
に
、

労
働
の
町
を
舞
台
と
す
る
こ
と
か
ら
、
背
景
に
は
、
労
働
問
題
の
テ
ー
マ
も
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。
早
船
は
、
川
口
、
の
ち
浦
和
に
長
く
住
す
。
早
船
の
配
偶

者
・ 
井  
野  
川  
潔 
は
、
川
口
出
身
の
教
育
者
で
あ
り
、
早
船
と
と
も
に
、
児
童
文

い 

の 
か
わ 
き
よ
し

学
理
論
誌
に
し
て
実
作
を
多
く
掲
載
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
「
子
ど
も
世
界
」

（
児
童
文
化
の
会
）
の
刊
行
者
で
も
あ
っ
た
。

　

埼
玉
の
西
部
地
域
に
は
、
東
松
山
で
の
小
学
生
時
代
を
回
想
し
た
「
天
の
園
」

（
七
二
年
）
で
知
ら
れ
る
内
木
村
治
が
い
る
。

　

右
の
児
童
文
学
者
た
ち
か
ら
見
れ
ば
、
さ
ら
に
あ
と
の
世
代
を
代
表
す
る
の

が 
大  
石  
真 
で
あ
る
。
作
品
「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
戦
争
」（
六
五
年
）
で
広
く
知
ら
れ

お
お 
い
し 
ま
こ
と

る
。
和
光
市
の
生
ま
れ
。
遺
作
と
な
っ
た
「
眠
れ
な
い
子
」（
九
〇
年
）
は
、
第

二
八
回
野
間
児
童
文
芸
賞
を
受
賞
し
た
。

　

石
井
桃
子
、
埼
玉
の
み
な
ら
ず
日
本
を
も
代
表
す
る
こ
の
児
童
文
学
者
は
、

浦
和
の
出
身
で
あ
る
。
石
井
は
、
日
本
児
童
文
学
の
理
論
的
研
究
の
第
一
人
者

で
あ
り
、
作
品
「
ノ
ン
ち
ゃ
ん
雲
に
乗
る
」（
四
七
年
）
の
作
者
と
し
て
極
め
て

著
名
で
あ
る
。

　

埼
玉
の
児
童
文
学
の
現
在
は
そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
な
動
向
に
あ
る
の
か
。
秩

父
出
身
の
児
童
文
学
者
・
市
川
栄
一
は
、「
日
本
児
童
文
学
」（
九
三
年
四
月
号

別
冊
）
に
、
埼
玉
の
児
童
文
学
を
大
観
し
た
「
埼
玉
」
を
寄
稿
、
埼
玉
県
在
住

の
児
童
文
学
者
は
、
現
在
八
〇
名
を
超
え
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

４　

児
童
文
学

　
「
児
童
文
化
」、
子
ど
も
に
供
さ
れ
る
《
文
化
財
》
と
一
般
に
規
定
さ
れ
る
、

を
上
位
概
念
と
す
る
「
児
童
文
学
」
は
、
子
ど
も
を
対
象
に
創
作
さ
れ
た
文
学

の
総
称
で
あ
る
。
但
し
、
こ
の
語
が
含
む
概
念
は
多
義
的
で
あ
る
。

　

○　

学
術
・
専
門
的
用
語
と
し
て
の
児
童
文
学　：

　Juvénile
littérature

                    

（
三
○
）

─ １６１ ─



　

○　

子
ど
も
の
た
め
の
文
学　：

　L
iterature

for
children

 
                      　

　

○　

日
常
用
語
と
し
て
の
子
ど
も
の
文
学　：

　C
hildren’s

litera

 
                ture

    
      
（
註
３
）

　

児
童
文
学
は
如
何
に
定
義
さ
れ
る
べ
き
か
、
と
い
う
素
朴
な
問
い
は
、
文
学
、

あ
る
い
は
芸
術
は
人
類
に
と
っ
て
一
体
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
と
い
う

古
来
よ
り
の
疑
問
と
同
様
に
、
未
来
永
劫
に
続
く
思
索
を
要
請
す
る
。
児
童
文

学
の
関
係
者
に
、
等
し
く
持
ち
分
た
れ
る
べ
き
切
実
な
課
題
と
し
て
、
こ
の
事

柄
、
す
な
わ
ち
児
童
文
学
の
本
質
・
機
能
・
効
用
に
関
す
る
再
検
討
の
必
要
性

が
自
覚
さ
れ
た
の
は
、
歴
史
的
に
は
、
一
九
六
〇
年
前
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
児
童
文
学
史
的
に
は
、
前
代
の
児
童
文
学
を
色
濃
く
規
定
し
て
い
た

小
川
未
明
文
学
の
伝
統
、
そ
れ
を
如
何
に
克
服
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
と
し
て

現
わ
れ
た
。

　

石
井
桃
子
を
中
心
と
す
る
児
童
文
学
研
究
グ
ル
ー
プ
の
小
川
未
明
批
判
の
実

際
、
ま
た
、『
現
代
児
童
文 
学
論 
』（
五
九
年
）
所
収
の
「
さ
よ
な
ら
未
明
」
に

（
註
４
）

お
い
て 
古  
田  
足  
日 
が
行
っ
た
歴
史
総
括
が
そ
の
具
体
的
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
こ

ふ
る 
た 
た
る 
ひ

れ
に
加
え
て
、�
児
童
文
学
、
そ
し
て
ま
た
一
般
文
学
を
評
価
す
る
に
当
っ
て
、

果
た
し
て
そ
の
基
準
は
同
一
で
あ
る
べ
き
か
否
か
�
と
い
う
、
高
山
毅
と
国
分

一
太
郎
と
の
間
に
五
八
年
前
後
に
交
わ
さ
れ
た
論
争
も
同
機
軸
の
ム
ー
ブ
メ
ン

ト
で
あ
る
。
高
山
は
、
評
価
基
準
を
た
だ
一
つ
と
考
え
、
児
童
文
学
の
特
殊
性

を
重
視
す
る
国
分
は
そ
れ
ぞ
れ
別
と
の
見
解
に
立
っ
た
。

　

石
井
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
も
う
一
つ
、�
児
童
文
学
創
作
の
最
重
要
の
要
件
は
、

内
容
の
明
快
性
と
興
味
深
さ
に
あ
る
�と
の
提
唱
が
併
せ
行
わ
れ
た
。「
分
り
や

す
さ
」
と
「
お
も
し
ろ
さ
」
と
が
、
児
童
文
学
の
必
要
に
し
て
十
分
条
件
を
構

成
す
る
と
の
主
張
で
あ
っ
た
。

５　

日
本
の
児
童
文
学
の
革
新
と
石
井
桃
子

　

児
童
文
学
理
論
の
新
た
な
構
築
を
目
的
と
す
る
石
井
の
研
究
・
啓
蒙
は
、
海

外
の
児
童
図
書
館
の
見
学
か
ら
帰
国
し
た
石
井
自
身
を
中
心
に
、
い
ぬ
い
と
み

こ
・
鈴
木
普
一
・
瀬
田
貞
二
・
松
居
直
・
渡
辺
茂
男
を
メ
ン
バ
ー
と
し
て
行
わ

れ
た
。
五
年
間
に
亙
る
そ
の
共
同
研
究
の
成
果
は
、『
子
ど
も
と 
文
学 
』（
一
九

（
註
５
）

六
〇
年
）
の
刊
行
と
い
う
形
で
結
実
す
る
。

　
「
子
ど
も
と
文
学
」
は
、
前
出
の
古
田
足
日
「
さ
よ
な
ら
未
明
」、
さ
ら
に
、

佐
藤
忠
男
「
少
年
の
理
想
主
義
に
つ 
い
て 
」（
五
九
年
）
と
と
も
に
、
結
果
的
に
、

（
註
６
）

児
童
文
学
革
新
の
一
翼
を
荷
う
こ
と
に
な
っ
た
。
い
ず
れ
も
、
五
九
年
と
六
〇

年
の
所
産
で
あ
る
。
日
本
の
児
童
文
学
の
〈
現
代
史
〉
は
、
一
九
五
九
年
に
始

ま
っ
た
と
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　
「
子
ど
も
と
文
学
」
は
、
内
容
の
上
か
ら
二
部
構
成
で
編
集
さ
れ
て
い
る
。
第

Ⅰ
部
は
、
各
論
（
作
品
・
作
家
論
）、
第
Ⅱ
部
は
、
総
論
（
理
論
篇
）。

　

第
Ⅰ
部
は
、「
も
や
も
や
し
た
世
界
に
分
け
い
っ
て
い
く
よ
う
で
」「
説
明
の

し
よ
う
も 
な
い 
」
日
本
児
童
文
学
を
捉
え
直
し
た
い
と
の
意
図
か
ら
出
発
し
、

（
註
７
）

日
本
の
児
童
文
学
を
代
表
す
る
六
人
の
作
家
を
取
り
上
げ
て
検
討
す
る
。
小
川

未
明
・
浜
田
広
介
・
坪
田
譲
治
・
宮
澤
賢
治
・
千
葉
省
三
・
新
美
南
吉
の
六
人

が
そ
の
対
象
で
あ
る
。
六
人
の
内
、
前
者
三
人
が
否
定
的
評
価
を
受
け
た
。

　

小
川
未
明
は
、
児
童
文
学
を
標
榜
し
な
が
ら
、
肝
心
の
〈
子
ど
も
〉
を
疎
外

し
、〈
子
ど
も
〉
不
在
の
〈
童
心
主
義
〉
を
嚮
導
し
た
こ
と
が
論
難
さ
れ
た
。
浜

田
広
介
は
、
作
品
の
テ
ー
マ
、
情
景
・
心
理
描
写
と
も
、
そ
れ
を
取
り
上
げ
描

写
す
る
蓋
然
性
が
見
当
た
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
否
定
さ
れ
た
。

　

坪
田
譲
治
は
、〈
子
ど
も
〉
を
扱
い
な
が
ら
、
そ
れ
が
大
人
の
た
め
の
作
品
と

な
っ
て
い
る
、
と
批
判
さ
れ
た
。
特
に
、〈
生
活
童
話
〉
な
る
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
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方
法
を
編
み
出
し
た
こ
と
に
批
判
は
集
中
し
た
。〈
生
活
童
話
〉の
も
と
も
と
の

ル
ー
ツ
は
ど
こ
に
あ
る
か
。
そ
れ
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
児
童
文
学
で
あ
る
。
鳥

越
信
に
よ
れ
ば
、
生
活
童
話
は
、�
日
常
�
に
材
を
取
り
、�
貧
し
さ
、
労
働
、

連
帯
、
集
団
�
と
い
っ
た
素
材
・
テ
ー
マ
を
選
ぶ
。
生
活
童
話
の
中
心
概
念
は
、

�
生
活
主
義
�
と
�
集
団
主
義
�
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
思
想
統
制
の
時
代
を
背
景

に
、
�
社
会
主
義
・
党
派
性
・
階
級
闘
争
�
な
ど
の
言
葉
を
置
き
換
え
た
も
の
で

 
あ
る 
。
こ
れ
ら
思
想
転
向
の
表
象
を
含
め
、
石
井
ら
に
と
っ
て
、
思
想
の
臭
い

（
註
８
）

の
す
る
も
の
は
、
忌
避
の
対
象
で
あ
る
の
だ
。

　

肯
定
的
な
評
価
を
受
け
た
の
は
、
賢
治
、
省
三
、
南
吉
の
三
人
で
あ
る
。
宮

澤
賢
治
は
、
作
品
の
構
成
、
描
写
、
ユ
ー
モ
ア
の
質
、
そ
の
全
て
に
亙
っ
て
及

第
点
が
与
え
ら
れ
、「
真
実
」
の
裏
付
け
を
伴
っ
た
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で
あ
る
と
し

て
高
い
評
価
を
受
け
た
。
千
葉
省
三
は
、
日
本
児
童
文
学
史
上
最
高
の
「
水
準
」

を
も
っ
て
「
生
き
生
き
と
し
た
子
ど
も
」
を
描
い
た
と
い
う
点
で
、
新
美
南
吉

は
、
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
性
重
視
の
姿
勢
と
、
そ
れ
が
作
品
中
に
横
溢
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
評
価
を
受
け
た
。

　

第
Ⅱ
部
で
は
、
第
Ⅰ
部
で
用
い
ら
れ
た
評
価
基
準
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
詳

解
が
行
わ
れ
て
い
る
。
基
準
と
し
て
ま
ず
、「
ス
ト
ー
リ
ー
性
が
一
番
に
大
切

で
あ
る
」
と
さ
れ
た
。
次
い
で
、
そ
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
「
昔
話
（
の
話

形
）
こ
そ
児
童
文
学
の
手
本
」
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
同
グ
ル
ー
プ
の

総
意
は
、
縷
説
さ
れ
る
、〈
児
童
文
学
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
不
用
で
あ
る
〉
と
の

テ
ー
ゼ
に
あ
る
。
時
の
変
遷
に
よ
っ
て
、
評
価
の
揺
れ
る
所
謂
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

と
い
う
も
の
は
、
日
本
で
も
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
児
童
文
学
と
い
う
展
開
を
見
せ

た
こ
と
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
そ
れ
を
テ
ー
マ
に
す
る
こ
と
は
、「
作
品
の
古
典
的

価
値
（
時
代
の
変
遷
に
か
か
わ
ら
ず
か
わ
ら
ぬ
価
値
）」
を
損
な
い
、
ま
た
、

「
人
生
経
験
の
浅
い
、
幼
い
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
意
味
の
な
い
こ
と
」
と
す
る

の
で
あ
る
。
人
口
に
膾
炙
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
の
テ
ー
ゼ
は
、
日
本
人
の
嗜

好
に
も
と
も
と
馴
染
む
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
た
め
か
、
あ
る
い
は
時
代
的
社
会
背

景
も
そ
れ
に
助
勢
し
た
た
め
か
、
広
く
一
般
の
支
持
を
得
て
実
践
に
移
さ
れ
、

多
く
の
実
作
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
最
も
模
範
的
な
作
家
が
、
中
川
李

枝
子
で
あ
り
、
模
範
例
が
、「
い
や
い
や
え
ん
」（
六
二
年
）「
ぐ
り
と
ぐ
ら
」

（
六
三
年
）
な
ど
の
作
品
で
あ
る
。
翻
訳
の
分
野
で
も
、
こ
の
規
範
に
当
て
は
ま

る
作
品
が
次
々
と
紹
介
さ
れ
て
い
っ
た
。
絵
本
で
は
、
ガ
ー
グ
（G

ág,W
anda

 
     
    
）

「
一
〇
〇
ま
ん
び
き
の
ね
こ
」（
石
井
桃
子 
訳
）、
ク
レ
ー
ル
・
ビ
シ
ョ
ッ
プ
の「
シ

ナ
の
五
に
ん
き
ょ
う
だ
い
」（
石
井 
訳
）
が
、
幼
年
文
学
で
は
、
ガ
ー
ネ
ッ
ト

の
「
エ
ル
マ
ー
の
冒
険
」（
渡
辺
茂
男 
訳
）
が
翻
訳
さ
れ
た
。

６　

石
井
桃
子
の
文
業　

―
― 
編
集
者
・
翻
訳
家
・
理
論
家
・
児
童
文
庫
啓
蒙
家
・
児
童
文
学
作
家

　

石
井
桃
子
の
文
業
は
、
①
外
国
児
童
文
学
の
翻
訳
、
②
日
本
児
童
文
学
の
理

論
家
、
③
児
童
文
学
の
実
作
者
、
と
多
岐
に
亙
る
。
こ
こ
で
は
さ
ら
に
、
④
児

童
文
学
図
書
の
編
集
者
、
と
い
う
石
井
の
領
域
を
こ
れ
ら
に
加
え
て
お
き
た
い
。

　

私
が
、
ど
う
し
て
子
ど
も
の
図
書
室
な
ど
を
は
じ
め
た
か
と
い
え
ば
、

私
自
身
、「
児
童
文
学
」
と
い
わ
れ
る
も
の
を
書
こ
う
と
し
た
り
、
訳
し
た

り
、
子
ど
も
の
本
の
編
集
を
し
た
り
し
な
が
ら
、
直
接
、
そ
れ
を
読
む

じ
っ
さ
い
の
子
ど
も
と
の
交
渉
が
少
な
い
た
め
、
仕
事
に
支
障
を
き
た
す

こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
。（「
子
ど
も
の
図 
書
館 
」
石
井
桃
子
）（
一
九
六

（
註
９
）

五
年
）

　

児
童
図
書
の
「
編
集
」
の
「
仕
事
」
が
全
て
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
の
だ
。
⑤

子
ど
も
図
書
館
・〈
か
つ
ら
文
庫
〉
の
開
設
も
、
編
集
の
理
想
を
追
い
、
編
集
技

量
を
高
め
る
た
め
の
方
途
で
あ
っ
た
。

（
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７　

翻
訳
家

　

石
井
桃
子
の
翻
訳
で
は
、
ミ
ル
ン
（M

ilne,A
lan

A
lexander

 
       
     
        
）「
熊
の
プ
ー

さ
ん
」（W

innie-the-P
ooh,1926

 
           
         
）（
四
〇
年
邦
訳
）
の
、
あ
る
い
は
、
フ
ァ
ー

ジ
ョ
ン
（F

arjeon,E
leanor

 
         
      
）「
麦
と
王
さ
ま
」（
五
九
年
邦
訳
）
の
邦
訳
が
よ

く
知
ら
れ
る
。
ま
た
、「
イ
ギ
リ
ス
童
話
の
も
つ
固
有
な
伝
統
あ
る
物
質
を
日

本
語
の
世
界
に
紹
介
し
」
た
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
そ
の
翻
訳
は
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
。こ
れ
ら
の
仕
事
は
、凡
そ
一
九
三
七
年
頃
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

絵
本
の
領
域
で
は
、
ベ
ア
ト
リ
ク
ス
・
ポ
タ
ー
（P

otter,B
eatrix

 
        
      

）「
ピ
ー

タ
ー
・
ラ
ビ
ッ
ト
の
お
は
な
し
」（T

he
tale

of
P

eter
R

abbit,1902
 
            
      
           
）、
デ
ィ
ッ

ク
・
ブ
ル
ー
ナ
（B

runa,D
ick

 
       
   
）「
子
ど
も
が
は
じ
め
て
で
あ
う
本
」
シ
リ
ー

ズ
の
翻
訳
が
著
名
。
一
般
児
童
図
書
の
領
域
で
は
、
ガ
ー
ネ
ッ
ト
（G

arnett,

 
        

E
ve

 
  
）「
ふ
く
ろ
小
路
一
番
地
」（T

he
F

am
ily

from
O

ne
E

nd
Street

and

 
    
  
        
  
    
              

Som
e

of
T

heir
A

dventures,1937

   
      
      
               
）、
ギ
ラ
ム
「
カ
ラ
ス
の
だ
ん
な
の
お
よ
め

と
り
」、
グ
レ
ア
ム（G

raham
e,K

enneth

 
     
    
      

）「
楽
し
い
川
べ
」（T

he
W

ind
in

the
 
    
           

W
illow

s,1908

 
     
       
）、
ト
ウ
ェ
イ
ン
（Tw

ain,M
ark

 
 
      
   
）「
ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
ー
の
冒
険
」

（T
he

A
dventures

of
Tom

Saw
yer,1876

 
    
              
  
    
         
）、ド
ッ
ジ（D

odge,M
ary

M
apes

 
       
     
    
）

「
ハ
ン
ス
・
ブ
リ
ン
カ
ー
」（H

ans
B

rinker
:or

the
Silver

Skates,

 
     
                              1865

     
）、

ハ
ム
ズ
ン
（H

am
sun,M

arie

 
  
      
    
）「
小
さ
な
牛
追
い
」（A

N
orw

egian
F

arm
,

 
  
   
       
   
  

1933

    
）、
ル
イ
ス
（L

ew
is,H

ilda
W

inifred

 
  
     
      
       

）「
と
ぶ
船
」（T

he
Ship

hat
lew

,

 
               
  

1939

    
）
が
著
名
。「
エ
リ
ナ
ー
・
フ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
作
品
集
」
と
い
う
大
部
の
翻

訳
も
あ
る
。

　

児
童
文
学
に
関
す
る
専
門
書
の
翻
訳
と
し
て
、
コ
ル
ウ
ェ
ル
（C

olw
ell,

 
   
     

E
ileen

H
ilda

 
       
    
）「
子
ど
も
と
本
の
世
界
に
生
き
て
」（H

ow
I

B
ecam

e
a

L
ibrari-

 
  
    
    
     
       

an,1956

        
）、
リ
リ
ア
ン
・
ス
ミ
ス
（Sm

ith,L
illian

H
elena

  
      
        
     
）「
児
童
文
学
論
」

（T
he

U
nreluctant

Years
:A

C
riticalA

 
    
                    
  
         

pproach
to

C
hildren’s,1953

            
               
）（
六

四
年
・
共
訳
）、
ル
イ
ス
（L

ew
is,C

live
Staples

 
  
     
            
）「
子
ど
も
の
本
の
書
き
か

た
三
つ
」
が
あ
る
。
ス
ミ
ス
「
児
童
文
学
論
」
は
も
と
も
と
、
児
童
文
学
の
理

論
書
、
啓
蒙
書
と
し
て
国
際
的
な
知
名
度
の
あ
っ
た
書
で
あ
る
。
こ
の
「
児
童

文
学
論
」（
六
四
年
邦
訳
）
が
翻
訳
・
紹
介
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ス
ミ
ス
理

論
は
、
戦
後
の
日
本
の
児
童
文
学
研
究
、
読
書
指
導
の
実
践
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

８　

理
論
家

　

８
・
１　
「
異
質
な
も
の
」
と
し
て
の
日
本
児
童
文
学

　

世
界
の
児
童
文
学
の
な
か
で
、
日
本
の
児
童
文
学
は
、
ま
っ
た
く
独
特
、

異
質
な
も
の
で
す
。
世
界
的
な
児
童
文
学
の
基
準
―
―
子
ど
も
の
文
学
は

お
も
し
ろ
く
、
は
っ
き
り
わ
か
り
や
す
く
と
い
う
こ
と
は
、
こ
こ
で
は
通

用
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
日
本
の
児
童
文
学
批
評
も
、
印
象
的
、
感
覚
的
、

抽
象
的
で
、
な
か
な
か
理
解
し
に
く
い
も
の
で
す
。（「
子
ど
も
と
文
学
」）

　

こ
の
揚
言
は
、「
子
ど
も
と
文
学
」
の
全
て
を
規
定
す
る
。
石
井
ら
は
同
書
で
、

日
本
の
子
ど
も
た
ち
が
手
に
取
る
本
に
つ
い
て
、
大
人
が
そ
れ
を
、
も
っ
と
切

実
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
と
言
っ
て
い
る
。
た
と
え
作
家
が
想
像

力
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
作
品
を
書
く
と
し
て
も
、
相
手
が
子
ど
も
で
あ
る
場

合
に
は
、
徒
に
難
解
で
抽
象
的
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
と
い
う
の
だ
。
石
井
は
、「
体

験
と
創
造
」
と
題
さ
れ
た
座
談
会
で
も
、「
日
本
で
は
高
踏
的
な
児
童
文
学
と
い

う
も
の
が
子
ど
も
に
は
受
け
取
り
に
く
い
か
と
い
う
こ
と
を
、
疑
問
に
思
う
よ

う
に
な
っ
た
」
と
発
言
し
て
い
る
。
又
、
描
写
の
あ
り
方
に
も
提
言
を
行
う
。

　

日
本
文
学
で
は
、
情
感
の
袋
小
路
に
さ
そ
い
こ
む
よ
う
な
も
の
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
情
緒
や
心
理
的
な
説
明
（
が
過
多
で
、
一
方
で
は
）
事
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件
や
行
動
は
重
ん
じ
て
こ
な
か
っ
た
（『
子
ど
も
と
文
学
』）

　

情
緒
的
心
理
描
写
に
反
対
す
る
意
見
は
、
随
筆
「
子
ど
も
に
う
っ
た
え
る
文

章
」
に
も
あ
る
。
石
井
は
そ
こ
で
、「
心
情
的
な
形
容
詞
」
が
「
多
い
」
文
章
は
、

「
子
ど
も
の
心
を
打
つ
力
が
弱
」
く
、「
情
景
描
写
も
物
語
の
進
行
を
と
ど
め
て

し
ま
う
か
ら
」、「
子
ど
も
を
た
い
く
つ
さ
せ
る
」
要
素
と
な
る
と
す
る
。

　

８
・
２　
「
児
童
文
学
論
」
の
影
響

　

ス
ミ
ス
著
『
児
童
文
学
論
』
の
「（
訳
者
）
あ
と
が
き
」
に
お
い
て
石
井
ら
は
、

「
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
児
童
文
学
批
評
が
、
客
観
的
な
、
信
服
す
る
に
た
る
基
準

に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
よ
い
本
を
選
び
、
す
す
め
る
も
の
で
な
い
こ
と
を

不
満
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
ま
た
、
一
面
に
は
、
厳
密
な
批
評
に
値
す

る
作
品
が
ま
れ
で
あ
る
こ
と
も
、
認
め
な
け
れ
ば
な
」
ら
な
か
っ
た
と
書
い
て

い
る
。
将
来
の
子
ど
も
の
た
め
に
、
優
れ
た
児
童
文
学
作
品
を
手
渡
す
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
の
か
。
そ
の
た
め
の
指
針
を
与
え
て
く
れ
る
の
が
、
ス
ミ
ス

「
児
童
文
学
論
」
で
あ
る
と
い
う
の
だ
。「（
訳
者
）
あ
と
が
き
」
は
同
書
を
次
の

よ
う
に
言
う
。

　
（「
児
童
文
学
論
」
は
、）
子
ど
も
の
た
め
の
文
学
の
質
的
な
基
準
と
は
何

か
を
、
純
粋
に
、
具
体
的
に
、
全
力
を
か
た
む
け
て
説
き
あ
か
し
て
い
る
、

も
っ
と
も
本
質
的
な
概
論
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
ス
ミ
ス
自
身
は
、
同
書
本
文
中
に
お
い
て
、
実
は
次
の
よ
う
に

語
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

よ
い
本
を
つ
ま
ら
な
い
本
と
見
わ
け
（
る
に
は
、）
敏
感
な
感
受
性
と
判

断
力
と
を
必
要
と
す
る
。
私
た
ち
の
読
ん
で
い
る
も
の
が
い
い
か
悪
い
か

と
い
う
判
断
を
、
狂
い
な
く
教
え
て
く
れ
る
よ
う
な
方
式
と
い
う
も
の
は
、

な
い
。
不
朽
の
価
値
が
あ
る
極
め
つ
き
の
本
に
親
し
み
、
理
解
す
る
こ
と

が
、
子
ど
も
の
た
め
の
新
し
い
作
品
の
ね
う
ち
を
は
か
る
場
合
、
い
つ
で

も
基
準
に
な
る
判
断
と
感
性
の
土
台
を
与
え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

　

む
ろ
ん
、
王
道
は
「
な
い
」
と
は
言
い
条
、
ス
ミ
ス
は
、
少
し
具
体
的
に
は

次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。　

ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
、「
ス
ト
ー
リ
ー
が
い
か
に
簡

潔
に
語
ら
れ
て
い
る
か
」
が
肝
要
で
あ
り
、「
必
要
な
と
こ
ろ
を
の
ぞ
い
て
は
、

細
部
は
何
も
描
か
れ
な
い
」
の
が
理
想
で
あ
る
。
物
語
は
「
簡
潔
さ
、
単
純
さ
、

力
強
さ
を
具
え
」、「
物
語
が
単
純
に
始
ま
り
、
簡
潔
に
核
心
に
迫
り
、
ス
ト
ー

リ
ー
の
動
き
に
関
係
あ
る
こ
と
だ
け
を
述
べ
て
、
す
み
や
か
に
、
し
か
も
決
定

的
に
終
り
が
来
る
、
と
い
う
こ
と
」
が
求
め
ら
れ
る
。

　

石
井
ら
の
「
子
ど
も
と
文
学
」
は
、
こ
の
ス
ミ
ス
理
論
を
忠
実
に
追
っ
て
い

る
。「
子
ど
も
と
文
学
」
は
、　
「
子
ど
も
の
文
学
と
し
て
、
た
い
せ
つ
な
、
基
本

的
な
要
素
を
含
ん
で
い
る
と
見
ら
れ
る
�
昔
話
�」
を
例
に
と
っ
て
、
子
ど
も
に

と
っ
て
理
想
の
作
品
で
は
、「
一
本
の
線
の
上
を
話
の
筋
が
運
ば
れ
て
い
き
」、

「
は
じ
ま
り
の
部
分
」
は
、「
最
小
限
に
必
要
な
こ
と
ば
を
使
っ
て
」、「
必
要
な

も
の
す
べ
て 
│
│
時
間
、
場
所
、
登
場
人
物
、
テ
ー
マ
、
出
来
事
の
発
端
│
│

が
紹
介
さ
れ
」、「
展
開
部
で
は
」、「
む
だ
の
な
い
出
来
事
と
、
効
果
的
な
会
話
、

満
足
の
で
き
る
解
決
が
与
え
ら
れ
」、「
し
め
く
く
り
の
部
分
」
で
は
、「
す
っ
き

り
し
た
結
末
」
が
図
ら
れ
る
、
と
結
論
す
る
。
師
資
の
相
承
は
右
に
明
瞭
で
あ

る
。

　

石
井
の
い
わ
ば
第
二
の
啓
蒙
書
で
あ
る
『
子
ど
も
の
読
書
の
導
き
か
た
』
に

も
、「
お
も
し
ろ
い
お
話
の
条
件
」
と
は
、「
か
ん
た
ん
明
り
ょ
う
」
と
い
う
こ

と
に
尽
き
、
そ
の
よ
う
な
作
品
は
、「
い
ら
な
い
横
道
に
そ
れ
た
り
、
た
い
く
つ

な
お
説
教
が
は
じ
ま
っ
た
り
し
ま
せ
ん
」、
と
あ
る
。 （

三
四
）
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８
・
３　
「
子
ど
も
と
文
学
」
批
判
の
い
ろ
い
ろ

　
「
子
ど
も
と
文
学
」
の
主
張
す
る
価
値
の
判
断
基
準
に
対
し
て
は
、
子
ど
も
に

と
っ
て
「
お
も
し
ろ
い
」
か
ど
う
か
だ
け
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
、
と
す
る
批

判
が
当
然
出
て
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。
い
か
に
も
説
得
力
が
あ
る
よ
う
に
見
え

る
こ
の
基
準
も
、
そ
の
実
地
の
根
拠
は
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
子
ど
も
に
対

し
て
実
際
に
本
を
読
み
聞
か
せ
た
時
の
反
応
に
、
実
は
限
定
さ
れ
て
い
る
で
は

な
い
か
と
い
う
の
だ
。

　

古
田
足
日
「
児
童
文
学
研
究
の
課
題
と
方
法　

―
―
『
子
ど
も
と
文
学
』
を

中
心
に
」
は
、「
子
ど
も
と
文
学
」
の
問
題
点
は
、「
作
者
の
内
部
に
ひ
そ
む
児

童
文
学
的
主
体
と
で
も
い
う
も
の
を
考
え
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
」
と
い
う
。
児

童
文
学
作
家
は
、
自
身
が
大
人
で
あ
る
の
に
、「
子
ど
も
の
こ
と
ば
、
子
ど
も
の

イ
メ
ー
ジ
、
子
ど
も
の
論
理
で
表
現
し
、
認
識
を
深
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
は

実
に
ふ
し
ぎ
な
こ
と
だ
」
と
古
田
は
感
じ
、
実
作
者
を
、「
こ
の
ふ
し
ぎ
な
し
ご

と
に
か
り
立
て
て
い
く
も
の
は
何
な
の
か
」
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。

つ
ま
り
、「
基
準
を
立
て
て
、
作
者
を
外
か
ら
強
制
す
る
こ
と
は
で
き
ぬ
」
と
い

う
の
だ
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
を
本
位
に
児
童
文
学
を
考
え
る
か
、
創
作
主
体
の
大
人
を

本
位
に
考
え
る
か
の
違
い
で
あ
ろ
う
。
石
井
は
ス
ミ
ス
理
論
に
親
炙
す
る
。
そ

の
ス
ミ
ス
は
自
著
「
児
童
文
学
論
」
に
、
ア
ザ
ー
ル
（H

azard,P
aul

 
        
   
）
を
引

用
す
る
。「（
子
ど
も
は
、）人
生
の
幸
福
の
最
も
よ
い
分
け
前
を
ま
ず
受
け
と
る

も
の
な
の
に
、
こ
の
幸
福
で
ゆ
た
か
な
子
ど
も
時
代
の
年
月
を
、
お
と
な
た
ち

は
、
踏
み
に
じ
ろ
う
と
す
る
」（B

ooks,C
hildren

and
M

en,1944

 
       
             
        
）。
ス
ミ
ス

は
、
こ
れ
に
共
鳴
し
、「
そ
の
本
が
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

そ
の
本
の
最
後
の
判
決
を
く
だ
す
の
は
子
ど
も
た
ち
で
あ
る
」、
あ
る
い
は
、

「
子
ど
も
は
、
不
朽
の
ね
う
ち
の
あ
る
本
に
だ
け
、
成
長
に
必
要
な
材
料
を
見
い

だ
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
語
る
。

　

こ
れ
ら
に
対
し
、「
児
童
文
学
の
中
で
作
者
自
身
が
見
捨
て
ら
れ
て
い
る
」、

「
作
者
は
ひ
た
す
ら
、
子
ど
も
の
た
め
に
だ
け
書
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
自
分
は

粉
骨
砕
身
」（「
児
童
文
学
時
評
」）、
と
言
う
の
が
三
木
卓
。
三
木
は
次
の
よ
う

に
続
け
る
。「
そ
ん
な
こ
と
が
許
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
勿
論
許
さ
れ
る
わ
け
は

な
い
。
作
者
は
第
一
義
的
に
自
分
の
た
め
に
書
く
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
自
分
自

身
書
く
こ
と
が
必
要
だ
か
ら
書
く
の
で
あ
る
」。
三
木
の
こ
の
主
張
は
、
以
下

の
論
旨
と
併
せ
て
、「
子
ど
も
と
文
学
」
論
争
に
お
け
る
ジ
ン
テ
ー
ゼ
と
な
っ
て

い
る
。

　
（
人
と
人
、
子
ど
も
と
大
人
）
両
者
の
関
係
は
一
方
か
ら
一
方
へ
の
支
配

関
係
を
連
想
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
根
本
的
に
ひ
ら
か
れ
た
、

自
由
で
平
等
な
関
係
が
あ
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
児
童
文
学
と
い
う
名
を

冠
し
て
は
い
る
が
、
こ
れ
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
文
学
の
形
式
に
他
な
ら
ず
、

そ
れ
を
支
え
て
い
る
も
の
は
、
飽
く
こ
と
の
な
い
こ
の
世
界
＝
現
実
の
深

部
の
解
明
へ
の
意
志
で
あ
り
、
そ
れ
を
再
構
成
し
よ
う
と
す
る
想
像
力
で

あ
る
。
そ
れ
ら
の
も
の
が
幼
年
期
の
新
鮮
な
、
輝
か
し
い
感
受
性
に
支
え

ら
れ
て
、
は
じ
め
て
児
童
文
学
は
成
立
す
る
。

　

し
か
し
、
石
井
説
理
解
の
た
め
に
は
、
次
の
石
井
自
身
の
言
を
補
足
と
し
て

掲
げ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
石
井
は
『
子
ど
も
の
読
書
の
導
き
方
』
の
「
お

わ
り
に
」
に
お
い
て
、「
子
ど
も
の
た
め
の
良
書
は
、
お
と
な
の
考
え
だ
け
で
は

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
子
ど
も
の
興
味
だ
け
に
か
た
よ
っ
て
も
、
で
き
ま
せ
ん
。

ど
ち
ら
に
な
っ
て
も
、
子
ど
も
の
本
の
た
だ
し
い
価
値
は
失
わ
れ
そ
う
で
す
。

長
い
あ
い
だ
に
わ
た
る
子
ど
も
の
反
応
と
お
と
な
の
批
評
眼
が
あ
わ
さ
っ
て
、

子
ど
も
の
良
書
が
普
及
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
思
い
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
石

井
の
平
衡
感
覚
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
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埼玉の近代文化

　

８
・
４　

反
・
思
想
と
い
う
思
想

　
「
子
ど
も
と
文
学
」
の
思
索
の
特
徴
は
、
そ
の
�
無
思
想
性
�
に
あ
る
と
の
批

判
も
あ
る
。「
た
い
く
つ
な
お
説
教（
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
）が
は
じ
ま
っ
た
り
し
」な

い
、「
か
ん
た
ん
」
で
「
お
も
し
ろ
い
」
本
を
予
め
選
ん
で
お
い
て
、
そ
の
中
で

も
、�
予
想
し
て
お
い
た
反
応
が
子
ど
も
に
如
実
に
現
わ
れ
る
本
が
、
す
な
わ
ち

良
い
本
�
と
い
う
公
理
で
は
、
あ
ま
り
に
恣
意
的
に
過
ぎ
よ
う
。
神
宮
輝
夫
は
、

「
新
し
い
ス
テ
ロ
タ
イ
プ
の
お
そ
れ
」（
一
九
六
〇
年
）
に
お
い
て
、
石
井
の
こ

の
テ
ー
ゼ
を
、「
物
さ
し
を
も
っ
て
い
て
、
そ
れ
で
作
品
を
は
か
っ
た
と
い
う
感

じ
」、「
い
か
に
も
機
械
的
だ
」
と
論
難
す
る
。

　

筆
者
（
石
井
）
は
古
典
的
価
値
を
時
代
の
変
遷
に
か
か
わ
ら
ず
か
わ
ら

ぬ
価
値
と
注
釈
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
作
品
の
生
ま
れ
る
時
代
の
政
治
、

社
会
状
勢
か
ら
の
離
脱
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
前
の
部
（
第
Ⅰ
部
）
の

作
家
論
で
、
だ
れ
も
具
体
的
に
な
に
を
書
く
べ
き
か
、
ど
う
い
う
思
想
を

わ
れ
わ
れ
は
持
つ
か
な
ど
を
明
確
に
し
な
か
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
る

感
じ
で
あ
る
。（「
新
し
い
ス
テ
ロ
タ
イ
プ
の
お
そ
れ
」
神
宮
輝
夫
）

　

鳥
越
信
も
「
日
本
児
童
文
学
案
内
」（
六
三
年
）
の
中
で
、「
技
術
的
な
無
思

想
の
思
想
に
の
め
り
込
ん
で
い
く
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
る
」
と
し
て
い
る
。

　

砂
田
宏
は
の
ち
に
、
石
井
テ
ー
ゼ
に
対
す
る
三
つ
の
批
判
を
行
っ
て
い
る

（「『
子
ど
も
と
文
学
』
の
〈
お
も
し
ろ
さ
〉
の
変
遷
」）。
一
つ
に
は
、「
子
ど
も

と
文
学
」
が
刊
行
さ
れ
た
一
九
六
〇
年
と
い
う
年
は
本
来
、
日
本
の
戦
後
史
の

岐
路
と
な
っ
た
歴
史
の
節
目
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
に
対
す
る
危
機
感
が
全
く
見

ら
れ
な
い
こ
と
。
二
つ
に
は
、
同
書
に
お
い
て
、
児
童
文
学
が
対
象
と
す
る
年

齢
が
一
貫
し
て
い
な
い
こ
と
、
し
か
も
、「
こ
の
時
期
す
で
に
、
欧
米
の
児
童
文

学
で
は
子
ど
も
観
が
転
換
す
る
兆
を
み
せ
て
い
た
の
に
、
そ
の
新
し
い
動
き
に

つ
い
て
の
言
及
が
な
い
」
こ
と
。
三
つ
に
は
、
同
書
の
言
う
「
世
界
の
児
童
文

学
」
が
、
欧
米
の
児
童
文
学
だ
け
を
指
し
て
い
て
、
ア
ジ
ア
を
含
め
て
発
展
途

上
国
の
そ
れ
を
視
野
に
入
れ
て
い
な
い
こ
と
。

　

８
・
５　

ス
ミ
ス
理
論
の
祖
述

　

石
井
の
思
索
は
、
繰
り
返
す
な
ら
ば
、
ス
ミ
ス
理
論
を
下
敷
き
と
し
て
い
る
。

そ
の
ス
ミ
ス
の
立
脚
点
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
ア
メ
リ
カ
で
興
っ
た
プ
ラ

グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
哲
学
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
ス
ミ
ス
か
ら
の
影
響
の

中
で
も
、
特
に
相
同
性
が
顕
著
な
の
は
、〈
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
不
用
〉
の
テ
ー
ゼ
の

部
分
で
あ
る
。
そ
れ
は
広
い
範
囲
で
一
致
す
る
。

　

ス
ミ
ス
は
、
直
接
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
書
か
れ
た
、
今
も
生
き
永
ら
え
て

い
る
、
イ
ギ
リ
ス
最
初
の
本
は
、
ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス
（G

oldsm
ith,O

liver

 
     
      
     
）

の
「
靴
ふ
た
つ
さ
ん
」（G

oody
Tw

o
Shoes

 
      
 
       
）
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ

の
本
の
長
寿
の
理
由
を
、
道
義
的
な
目
的
よ
り
も
物
語
と
諸
人
物
と
を
大
事
に

し
た
作
家
が
そ
れ
を
書
い
た
か
ら
だ
と
し
て
い
る
。
以
下
、
ス
ミ
ス
の
言
説
か

ら
引
く
。

　

児
童
文
学
の
歴
史
を
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
子
ど
も
の
本
に
、

そ
の
時
代
の
も
っ
と
も
悪
い
特
徴
が
強
く
出
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
私

た
ち
は
、
時
代
的
な
感
心
を
も
た
れ
た
あ
る
こ
と
が
ら
が
非
常
に
支
配
的

に
な
っ
て
、
ど
ん
な
本
を
子
ど
も
に
与
え
る
か
と
い
う
こ
と
に
ま
で
影
響

を
与
え
た
例
を
知
っ
て
い
る
。
現
代
で
は
、
人
種
的
偏
見
に
た
い
す
る
感

心
が
め
ざ
め
、
社
会
不
正
に
気
づ
い
た
結
果
、
ア
ン
・
カ
ロ
ル
・
ム
ア

（M
oor,A

nn
C

arroll
 
      
    
      
）
が
「
背
景
が
多
す
ぎ
、
問
題
が
多
す
ぎ
て
、
生
命

を
失
っ
た
物
語
」
と
呼
ん
だ
も
の
で
、
子
ど
も
の
本
を
い
っ
ぱ
い
に
し
が

ち
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
う
い
う
本
が
、
お
と
な
の
側
か
ら
は
喝
采
さ
れ

が
ち
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
本
の
テ
ー
マ
が
子
ど
も
本
来
の
興
味
を
ひ
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く
と
い
う
よ
り
も
、
社
会
的
問
題
に
た
い
す
る
お
と
な
の
真
剣
な
関
心
を

反
映
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
ま
た
、
そ
う
い
う
本
の
文
学
と
し

て
の
永
続
的
な
真
価
も
、
注
意
深
く
吟
味
さ
れ
て
い
な
い
。（
中
略
）
子
ど

も
の
た
め
に
二
流
の
物
語
を
書
く
作
家
た
ち
は
、
社
会
改
良
の
テ
ー
マ
を

選
ぶ
こ
と
が
多
す
ぎ
る
。
た
ぶ
ん
そ
れ
は
、
子
ど
も
の
本
と
い
う
も
の
が
、

お
と
な
に
よ
っ
て
書
か
れ
る
か
ら
で
あ
り
、
お
と
な
と
し
て
の
自
分
の
関

心
を
ひ
く
問
題
を
説
く
た
め
に
ス
ト
ー
リ
ー
を
書
く
こ
と
に
熱
心
（
だ
か

ら
で
あ
る
。）（「
児
童
文
学
論
」
ス
ミ
ス
）

　

一
方
、
石
井
の
言
説
。

　

悲
惨
な
貧
乏
状
態
を
克
明
に
描
写
し
た
も
の
や
、
社
会
の
不
平
等
を
な

じ
っ
た
も
の
な
ど
も
、
い
つ
の
時
代
に
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。
批
評
家
や
、

一
般
の
大
人
は
、
非
常
な
感
銘
を
受
け
て
、
こ
れ
を
子
ど
も
た
ち
に
買
っ

て
与
え
ま
し
た
。（「
子
ど
も
と
文
学
」
石
井
桃
子
）

　

石
井
に
よ
れ
ば
、「
そ
う
し
た
物
語
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
な
い
観
念
的
な
読

物
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
ど
う
し
て
も
子
ど
も
た
ち
を
ひ
き
つ
け
る
こ

と
は
で
き
」
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
背
景
の
あ
る
、
社

会
的
主
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
自
体
、
作
品
の
生
命
を
縮
め
る
と
と
も
に
、
人

生
経
験
の
浅
い
子
ど
も
達
に
は
有
害
、
こ
の
よ
う
な
言
が
、
些
か
の
躊
躇
も
な

く
語
ら
れ
る
の
は
、
右
に
見
た
よ
う
に
、
祖
述
さ
れ
た
ス
ミ
ス
理
論
の
後
ろ
盾

の
故
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
子
ど
も
と
文
学
」
理
論
は
、
論
理
の
枝
を
切
り
詰
め

た
こ
と
で
得
ら
れ
た
単
線
的
な
明
快
性
を
理
由
に
、
日
本
の
そ
の
後
の
図
書

館
・
読
書
運
動
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
っ
た
。

９　

児
童
文
庫

　

一
九
五
八
年
、
石
井
桃
子
は
、
自
宅
の
前
庭
に
「
か
つ
ら
文
庫
」
を
開
設
す

る
。　

最
近
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
、
児
童
本
の
視
察
に
い
っ
た
若

い
婦
人
の
旅
行
記
に
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
子
ど
も
図
書
館
の
な
い
国
々
へ
は

い
る
こ
と
は
、
暗
い
部
屋
へ
は
い
っ
て
い
く
よ
う
だ
と
い
う
こ
と
が
で
て

い
た
。
早
く
日
本
で
も
、
こ
の
ま
だ
暗
い
、
寒
い
部
屋
を
あ
か
る
く
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。（「
子
供
の
た
め
の
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
、
ふ
た
つ
」）（
五

〇
年
）

　

児
童
文
学
作
品
が
、「
ど
ん
な
ふ
う
に
書
い
て
あ
れ
ば
、
子
ど
も
に
お
も
し
ろ

い
か
と
い
う
こ
と
が
わ
か
」（「
子
ど
も
の
図
書
館
」
石
井
桃
子
）
り
た
い
と
い

う
こ
と
が
、
先
述
の
よ
う
に
、
開
設
の
直
接
の
理
由
で
あ
る
。
し
か
し
、「
か
つ

ら
文
庫
」
は
、
地
域
の
子
ど
も
達
に
は
大
き
な
福
音
に
な
っ
た
。

　
「
か
つ
ら
文
庫
」
の
た
め
に
は
、
私
の
家
で
日
あ
た
り
も
、
出
は
い
り
の

便
も
一
ば
ん
い
い
部
屋
を
選
び
ま
し
た
。
家
の
東
に
あ
た
る
道
路
か
ら
、

「
か
つ
ら
文
庫
」
の
名
ま
え
の
い
わ
れ
で
あ
る
、
大
き
な
月
桂
樹
の
下
を

通
っ
て
は
い
っ
て
く
る
と
、
と
っ
つ
き
の
部
屋
が
、
そ
れ
で
し
た
。（「
子

ど
も
の
図
書
館
」）（
六
五
年
）

　

石
井
の
試
み
は
、「
暗
く
寒
い
部
屋
」
に
居
た
子
ど
も
た
ち
を
、「
あ
か
る
い
」

場
所
へ
連
れ
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
石
井
自
身
も
こ
こ
で
得
ら
れ
た
経
験
を
、

「
子
ど
も
の
図
書
館
」（
六
五
年
）
に
ま
と
め
た
。

　

石
井
『
子
ど
も
の
読
書
の
導
き
方
』
に
は
、「
子
ど
も
た
ち
が
、
自
由
に
本
に

親
し
め
る
場
所
、
自
由
に
読
み
た
い
本
の
借
り
ら
れ
る
場
所
」
の
必
要
性
が
語

ら
れ
て
い
る
。
子
ど
も
に
と
っ
て
、
本
と
の
出
会
い
は
、
長
く
学
校
図
書
館
に

限
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
学
校
図
書
館
に
は
、
学
校
教
育
に
特
有
の
き
ま
り

が
あ
る
。
読
書
の
感
想
を
無
理
や
り
言
わ
せ
た
り
、
感
想
文
を
書
か
せ
た
り
す

る
大
人
が
い
る
。
本
は
遅
か
れ
は
や
か
れ
、
子
ど
も
の
苦
痛
の
種
に
な
る
。
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埼玉の近代文化

「
か
つ
ら
文
庫
」
は
次
第
に
、
公
教
育
の
読
書
指
導
と
は
別
箇
に
、
子
ど
も
を
本

に
親
し
ま
せ
、
読
書
の
習
慣
を
つ
け
さ
せ
る
よ
う
な
場
所
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
　

児
童
文
学
創
作
家

１０
　

児
童
文
学
の
実
作
者
と
し
て
、
石
井
の
代
表
作
は
普
通
、「
ノ
ン
ち
ゃ
ん
雲
に

乗
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
執
筆
作
品
は
、
他
に
も
た
く

さ
ん
あ
る
。
年
代
順
に
そ
れ
を
列
挙
す
る
。
五
六
年
の「
や
ま
の
こ
ど
も
た
ち
」、

五
七
年
「
山
の
ト
ム
さ
ん
」、
五
九
年
「
や
ま
の
た
け
ち
ゃ
ん
」「
迷
子
の
天
使
」、

六
三
年
「
ち
い
さ
な
ね
こ
」「
三
月
ひ
な
の
月
」、
六
四
年
「
よ
う
ち
ゃ
ん
と
も

ぐ
ら
」、
六
五
年
「
く
い
し
ん
ぼ
う
の
は
な
こ
さ
ん
」、
六
八
年
「
あ
り
こ
の
お

つ
か
い
」。

　
　

石
井
桃
子
と
郷
土　

―
― 
二
〇
世
紀
初
頭
の
浦
和

１１
　

石
井
桃
子
は
、
一
九
〇
七
年
三
月
一
〇
日
、
現
・
埼
玉
県
浦
和
市
に
生
ま
れ

た
。
父
親
は
小
学
校
教
員
を
経
て
浦
和
商
業
銀
行
支
配
人
。
祖
父
は
、
金
物
商

で
あ
っ
た
。
八
人
兄
弟
の
下
か
ら
二
番
目
。
兄
、
弟
の
一
人
ず
つ
が
早
世
し
て

い
る
。
石
井
は
後
に
、
川
本
三
郎
と
の
対
談
で
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

　

中
山
道
沿
い
の
小
さ
な
宿
場
町
で
、
ほ
と
ん
ど
一
か
わ
ぐ
ら
い
し
か
家

は
並
ん
で
な
か
っ
た
ん
で
す
。
あ
る
時
期
、 
宿 
の
入
口
の
大
き
な
お
休
み

し
ゅ
く

処
だ
っ
た
そ
う
で
、
浦
和
の
い
ち
ば
ん
北
の
は
ず
れ
で
し
た
。
大
名
の
行

列
が
大
宮
の
ほ
う
か
ら
や
っ
て
き
ま
す
と
、
浦
和
が
天
領
だ
っ
た
の
で
、

本
陣
の
人
た
ち
が
、
私
の
家
の
ほ
う
ま
で
大
名
を
迎
え
に
出
て
い
た
そ
う

で
す
。（「
本
と
の
出
会
い
・
人
と
の
出
会
い
」）（
二
〇
〇
〇
年
）

　

石
井
に
は
「
幼
も
の
が
た
り
」
と
い
う
自
伝
が
あ
る
。
宿
場
の
面
影
の
残
る

二
〇
世
紀
初
頭
の
浦
和
・
常
盤
町
、
そ
の
中
仙
道
沿
い
の
家
と
家
族
、
そ
し
て

街
道
を
去
来
す
る
人
々

を
「
私
」
が
回
想
す
る

作
品
で
あ
る
。

　

一
九
二
八
年
、
日
本

女
子
大
学
英
文
科
卒
業
。

二
九
年
か
ら
三
二
年
ま

で
、
文
芸
春
秋
社
に
勤

務
。
三
四
年
か
ら
三
六

年
ま
で
、
山
本
有
三
の

も
と
で
、
新
潮
社
の

「
日
本
少
国
民
文
庫
」を

編
集
。
同
「
文
庫
」
は
、

吉
野
源
三
郎
「
君
た
ち

は
ど
う
生
き
る
か
」、
山
本
有
三
「
心
に
太
陽
を
も
て
」
を
含
む
叢
書
。
戦
中
に

は
、「
ノ
ン
ち
ゃ
ん
雲
に
乗
る
」
を
執
筆
。
四
五
年
か
ら
五
〇
年
ま
で
疎
開
先
の

宮
城
県
栗
原
郡
鶯
沢
町
に
お
い
て
農
業
に
従
事
、
栗
駒
山
麓
に
酪
農
協
同
組
合

「
ノ
ン
ち
ゃ
ん
牧
場
」
を
開
設
。
そ
の
後
、
上
京
、
岩
波
書
店
に
勤
務
。

　
「
ノ
ン
ち
ゃ
ん
雲
に
乗
る
」
は
、
国
民
的
児
童
文
学
作
品
と
呼
び
得
る
よ
う
な

知
名
度
を
得
た
。
し
か
し
こ
の
作
品
に
対
し
て
は
、「
雲
の
世
界
で
雲
の
お
じ

い
さ
ん
の
顔
色
を
う
か
が
い
な
が
ら
」、「
や
っ
ぱ
り
い
い
子
に
な
っ
て
帰
っ
て

く
る
」「
ノ
ン
ち
ゃ
ん
」
に
「
う
ん
ざ
り
」
し
て
、「
た
ま
ら
な
く
き
ゅ
う
く
つ

に
思
わ
れ
た
」
と
い
う
意
見
も
一
方
に
は
あ
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
、
こ
こ
に
は
、
成
長
し
て
い
く
一
人
の
少
女
は
存
在
す
る
け

れ
ど
、
発
展
し
て
い
く
少
女
の
姿
は
、
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
ノ
ン

ち
ゃ
ん
の
身
に
つ
け
た
人
間
的
価
値
は
、
常
に
、
大
人
に
見
守
ら
れ
、
包
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ま
れ
て
い
る
ま
ま
で
、
一
度
も
検
証
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
上
野
瞭
『
戦
後
児
童
文
学
論
』）（
六
七
年
）

　

こ
こ
で
も
、
石
井
に
対
す
る
弁
護
が
必
要
か
も
し
れ
ぬ
。

　
（
執
筆
時
の
、
戦
中
に
は
、）
私
の
心
の
欲
す
る
種
類
の
も
の
は
、
国
や

世
間
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
私
は
屈

託
し
き
っ
て
い
た
。
…
…
（「
私
の
一
冊
・
ノ
ン
ち
ゃ
ん
雲
に
乗
る
」
石
井

桃
子
）（
六
八
年
）

　

出
版
の
当
て
も
凡
そ
な
か
っ
た
「
ノ
ン
ち
ゃ
ん
雲
に
乗
る
」
は
、
戦
争
の
空

の
下
、
石
井
の
友
人
達
、
つ
ま
り
は
大
人
た
ち
の
間
を
、
回
覧
さ
れ
て
い
た
作

品
で
あ
っ
た
の
だ
。

　
『
ノ
ン
ち
ゃ
ん
雲
に
乗
る
』
に
し
て
も
、
子
ど
も
の
本
な
ん
て
い
う
意
識

は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
た
だ
あ
の
こ
ろ
、
う
っ
屈
し
て
い
た

友
だ
ち
の
気
も
ち
を

慰
め
ら
れ
れ
ば
と

思
っ
た
ん
で
す
。

（「「
岩
波
少
年
文
庫
」

創
刊
の
こ
ろ
」
石
井

桃
子
）（
八
〇
年
）

　
「
ノ
ン
ち
ゃ
ん
雲
に
乗

る
」
の
知
名
度
に
比
し
て
、

先
述
の
自
伝
「
幼
も
の
が

た
り
」（
八
一
年
）
の
方
は
、

い
ま
だ
相
応
し
い
評
価
を

受
け
ず
に
い
る
。
本
来
な

ら
日
本
の
児
童
文
学
の
中

で
高
く
位
置
付
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
後
世
に
は
必
ず
石
井
の
最
高
傑
作
と

評
価
さ
れ
る
に
相
違
な
く
、
ま
た
中
野
重
治
の
自
伝
的
作
品
「
梨
の
花
」
に
す

ら
遜
色
な
い
と
す
る
意
見
も
あ
る
。
啓
蒙
家
・
理
論
家
と
し
て
の
石
井
が
「
専

門
家
と
し
て
自
ら
か
く
あ
る
べ
し
と
考
え
る
児
童
文
学
の
わ
く
の
外
に
傑
作
を

の
こ
し
た
の
は
皮
肉
」
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

　
「
幼
も
の
が
た
り
」
に
は
、
周
囲
に
対
し
生
き
生
き
と
反
応
す
る
子
ど
も
の

「
生
理
の
ゆ
た
か
さ
」
が
失
わ
れ
ず
に
再
現
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
大
人
に

な
っ
て
幼
時
を
思
い
返
し
な
が
ら
、
そ
の
過
去
の
自
分
と
ま
わ
り
の
環
境
と
を

「
同
じ
比
重
」
で
観
察
し
直
し
描
写
す
る
「
成
熟
し
た
人
間
の
目
」
が
あ
る
。
読

者
は
、「
石
井
の
中
に
は
、
幼
年
時
代
を
現
在
形
で
生
き
る
子
ど
も
が
ち
ゃ
ん
と

生
き
て
、
呼
吸
し
て
い
た
の
だ
っ
た
」
こ
と
を
再
認
識
す
る
の
で
あ
る
。
児
童

文
学
理
論
家
と
し
て
の
社
会
的
使
命
か
ら
「
解
放
さ
れ
て
」、「
本
然
の
姿
を
と

り
も
ど
し
た
ひ
と
り
の
女
性
を
見
」
て
、
石
井
の
息
詰
ま
る
文
業
を
み
つ
め
て

き
た
者
は
、
自
分
自
身
も
ま
た
第
三
者
と
し
て
「
快
く
解
放
さ
れ
て
い
く
の
を

覚
え
る
」
の
で
あ
る
。

　
「
幼
も
の
が
た
り
」
を
仔
細
に
眺
め
れ
ば
そ
の
存
在
に
心
づ
く
、
ユ
ー
モ
ア
、

そ
し
て
静
か
な
悲
哀
は
、
同
書
か
ら
二
ヶ
月
遅
れ
て
出
版
さ
れ
た
『
児
童
文
学

の
旅
』（
八
一
年
）、
リ
リ
ア
ン
・
ス
ミ
ス
ら
の
先
達
や
、
海
の
向
う
の
友
人
達

と
の
若
か
り
し
日
の
出
会
い
と
、
老
い
た
彼
女
ら
と
の
別
れ
が
描
か
れ
る
、
い

わ
ば
思
い
出
語
り
の
本
に
も
滲
み
出
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

石
井
自
ら
が
直
裁
に
自
己
を
語
る
こ
と
で
、
読
者
の
心
を
愁
意
と
涕
涙
で
満

た
し
た
右
の
二
作
は
、
石
井
が
理
論
家
と
し
て
提
唱
し
た
子
ど
も
の
文
学
の
理

想
、
す
な
わ
ち
〈
ス
ト
ー
リ
ー
性
が
あ
り
〉、〈
お
も
し
ろ
く
〉、〈
明
瞭
で
〉〈
分

り
や
す
い
〉
と
い
う
条
件
か
ら
は
隔
た
っ
た
、
し
か
も
そ
の
理
論
を
裏
切
っ
て

む
し
ろ
奥
深
く
、
ま
た
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
も
の
の
豊
か
な
流
露
が
あ
る
。『
子
ど
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埼玉の近代文化

も
の
読
書
の
導
き
か
た
』、『
子
ど
も
の
図
書
館
』、
さ
ら
に
は
、『
子
ど
も
と
文

学
』
と
い
っ
た
児
童
文
学
啓
蒙
書
、
ま
た
そ
の
理
論
の
創
作
実
践
で
あ
る
「
く

い
し
ん
ぼ
う
の
は
な
こ
さ
ん
」、「
あ
り
こ
の
お
つ
か
い
」
な
ど
の
作
品
世
界
が
、

「
整
然
と
し
て
、
実
に
ク
ー
ル
」
で
あ
る
の
と
、
こ
れ
は
対
照
的
で
あ
る
。
読
者

は
、 
孰 
れ
の
石
井
桃
子
を
選
ぶ
の
か
。

い
ず

　

石
井
は
社
会
の
中
で
自
分
に
今
、
何
が
要
請
さ
れ
て
い
る
か
を
ま
ず
考

え
る
と
い
う
こ
と
が
習
い
性
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。（「
使
命

感
と
自
己
解
放
の
あ
い
だ
で
―
―
石
井
桃
子
論
」
清
水
真
砂
子
）

　

編
集
者
・
翻
訳
家
・
理
論
家
・
児
童
文
庫
運
営
家
・
児
童
文
学
実
作
者
と
し

て
の
石
井
が
社
会
に
向
け
て
み
せ
る
態
度
に
は
、
時
代
を
切
り
拓
い
て
行
く
者

が
ひ
と
し
な
み
に
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
宿
命
が
宿
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

詳
細
に
亙
る
文
学
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
時
に
一
旦
留
保
し
て
で
も
、
論
理
・
体
系

化
の
た
め
に
〈
対
象
を
一
元
的
に
捉
え
る
〉
と
い
う
便
宜
・
散
文
的
な
作
業
を

自
ら
に
課
そ
う
と
す
る
啓
蒙
者
と
し
て
の
自
己
限
定
的
な
宿
命
・
役
割
で
は
な

か
っ
た
か
。
社
会
的
要
請
と
、
個
人
の
資
質
―
―
自
伝
「
幼
も
の
が
た
り
」
に

認
め
ら
れ
る
上
澄
み
の
よ
う
な
情
意
の
滴
り
―
―
と
の
そ
の
よ
う
な
相
克
は
、

矛
盾
の
総
和
と
し
て
の
人
間
本
来
の
実
存
を
、
時
と
し
て
よ
り
拡
大
し
て
見
せ

る
こ
と
が
あ
る
。

【
註
】

（
１
）
佐
吉
多
万
能　

津
尓
乎
流
布
禰
之　

可
是
乎
伊
多
美　

都
奈
波
多
由
登
毛　

許
登
奈

多
延
曾
禰

　
　
　
「 
和  
名  
抄 
」
に
、「
埼
玉
郡
埼
玉
郷
」
と
あ
る
。
埼
玉
県
の
東
北
部
、
行
田
市
の
東

わ 
み
ょ
う 
し
ょ
う

南
部
埼
玉
一
帯
。
埼
玉
の
津
は
、
旧
・
利
根
川
に
注
い
で
い
た
旧
・
荒
川
に
沿
う
船

着
場
。

（
２
）『
埼
玉
現
代
文
学
事
典
』（
増
補
改
訂
版
）　

埼
玉
県
高
等
学
校
国
語
科
教
育
研
究
会　

一
九
九
九
年
一
一
月

（
３
）「
児
童
文
学
」　

鳥
越
信　
『
日
本
児
童
文
学
大
事
典
』
第
二
巻　

大
阪
国
際
児
童
文
学

館　
編　

一
九
九
三
年
一
〇
月

（
４
）『
現
代
児
童
文
学
論
』　

古
田
足
日　

く
ろ
し
お
出
版　

一
九
五
九
年
九
月

（
５
）『
子
ど
も
と
文
学
』　

石
井
桃
子　
他　

中
央
公
論
社　

一
九
六
〇
年
四
月

（
６
）「
少
年
の
理
想
主
義
に
つ
い
て
」　

佐
藤
忠
男　
「
思
想
の
科
学
」
一
九
五
九
年
三
月

（
７
）「
子
ど
も
と
読
書
」　

石
井
桃
子　
「
図
書
」
一
九
六
五
年
八
月

（
８
）『
近
代
日
本
児
童
文
学
史
研
究
』　

鳥
越
信　

お
う
ふ
う　

一
九
九
四
年
一
一
月

（
９
）『
子
ど
も
の
図
書
館
』　

石
井
桃
子　

岩
波
書
店　

一
九
六
五
年
五
月

（　

）「
石
井
桃
子
」　

与
田
準
一　
「
現
代
児
童
文
学
事
典
」　
「
解
釈
と
鑑
賞
」
一
九
六
二
年

１０

一
一
月

（　

）「
児
童
文
学
に
お
け
る
体
験
と
創
造
」　

石
井
桃
子　
他　
「
日
本
児
童
文
学
」
一
九
六

１１

一
年
一
月　

み
か
も
書
房

（　

）「
子
ど
も
に
う
っ
た
え
る
文
章
」　

石
井
桃
子　
『
現
代
作
文
講
座
』
３
〈
作
文
の
条
件
〉

１２

明
治
書
院　

一
九
七
七
年
一
月

（　

）「（
訳
者
）
あ
と
が
き
」　
『
児
童
文
学
論
』　

リ
リ
ア
ン
・
Ｈ
・
ス
ミ
ス　

岩
波
書
店　

１３

一
九
六
四
年
四
月

（　

）『
児
童
文
学
論
』　

リ
リ
ア
ン
・
Ｈ
・
ス
ミ
ス　

岩
波
書
店　

一
九
六
四
年
四
月

１４
（　

）『
児
童
文
学
論
』　

リ
リ
ア
ン
・
Ｈ
・
ス
ミ
ス　

岩
波
書
店　

一
九
六
四
年
四
月

１５
（　

）『
子
ど
も
と
文
学
』　

石
井
桃
子　
他　

中
央
公
論
社　

一
九
六
〇
年
四
月

１６
（　

）『
子
ど
も
の
読
書
の
導
き
か
た
』　

石
井
桃
子　

国
土
社　

一
九
六
〇
年
六
月

１７
（　

）「
児
童
文
学
研
究
の
課
題
と
方
法　

―
「
子
ど
も
と
文
学
」
を
中
心
に
―
」　

古
田
足

１８

日　
「
日
本
文
学
」
一
九
六
七
年
五
月

（　

）「
児
童
文
学
時
評
」　

三
木
卓　
「
学
校
図
書
館
」
一
九
七
二
年
一
二
月

１９
（　

）『
子
ど
も
の
読
書
の
導
き
か
た
』　

石
井
桃
子　

国
土
社　

一
九
六
〇
年
六
月

２０
（　

）「
新
ら
し
い
ス
テ
ロ
タ
イ
プ
の
お
そ
れ
」　

新
宮
輝
夫　
「
日
本
児
童
文
学
」
一
九
六
〇

２１

（
四
○
）
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年
七
月　

日
本
児
童
文
学
者
協
会

（　

）『
日
本
児
童
文
学
案
内
』　

鳥
越
信　

理
論
社　

一
九
六
三
年

２２
（　

）「『
子
ど
も
と
文
学
』
の
〈
お
も
し
ろ
さ
〉
の
変
遷　

―
―
渡
辺
茂
男
の
軌
跡
を
追
っ

２３

て
」　

砂
田
弘　
「
日
本
児
童
文
学
」
一
九
八
四
年
六
月　

偕
成
社

（　

）『
近
代
日
本
児
童
文
学
史
研
究
』　

鳥
越
信　

お
う
ふ
う　

一
九
九
四
年
一
一
月

２４
（　

）『
児
童
文
学
論
』　

リ
リ
ア
ン
・
Ｈ
・
ス
ミ
ス　

岩
波
書
店　

一
九
六
四
年
四
月

２５
（　

）『
子
ど
も
と
文
学
』　

石
井
桃
子　
他　

中
央
公
論
社　

一
九
六
〇
年
四
月

２６
（　

）「
子
ど
も
の
た
め
の
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
、
ふ
た
つ
」　

石
井
桃
子　
「
図
書
」
一
九
五
〇
年

２７

一
二
月

（　

）『
子
ど
も
の
図
書
館
』　

石
井
桃
子　

岩
波
書
店　

一
九
六
五
年
五
月

２８
（　

）『
子
ど
も
の
図
書
館
』　

石
井
桃
子　

岩
波
書
店　

一
九
六
五
年
五
月

２９
（　

）「
女
が
つ
く
る
文
化
」《
本
と
の
出
会
い
・
人
と
の
出
会
い
》〈
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
初

３０

期
〉　

石
井
桃
子　
『
近
代
日
本
文
化
論
』
８
《
女
の
文
化
》　

青
木
保　
他
編　

岩
波

書
店　

二
〇
〇
〇
年
二
月

（　

）「
石
井
桃
子
」　

清
水
真
砂
子　
『
講
座
日
本
児
童
文
学
』
第
八
巻
《
日
本
の
児
童
文
学

３１

作
家　

３
》　

明
治
書
院　

一
九
七
三
年
一
〇
月

（　

）「
私
の
一
冊
・
ノ
ン
ち
ゃ
ん
雲
に
乗
る
」　

石
井
桃
子　
「
日
本
児
童
文
学
」
一
九
六
八

３２

年
二
月　

河
出
書
房　

（　

）「「
岩
波
少
年
文
庫
」
創
刊
の
こ
ろ
」　

石
井
桃
子　
「
図
書
」
一
九
八
〇
年
一
〇
月

３３
（　

）「
幼
な
も
の
が
た
り
」　

石
井
桃
子　
「
子
ど
も
の
館
」
一
九
七
七
年
四
月
〜
七
八
年
五

３４

月

　
　
　
『
幼
も
の
が
た
り
』　

福
音
館
（
日
曜
日
文
庫
）
一
九
八
一
年
一
月

（　

）「
使
命
感
と
自
己
解
放
の
あ
い
だ
で　

石
井
桃
子
論
」　

清
水
真
砂
子　
『
本
の
現
在
』

３５

大
和
書
房　

一
九
八
四
年
九
月

（　

）「
使
命
感
と
自
己
解
放
の
あ
い
だ
で　

石
井
桃
子
論
」　

清
水
真
砂
子　
『
本
の
現
在
』

３６

大
和
書
房　

一
九
八
四
年
九
月

（　

）『
児
童
文
学
の
旅
』　

石
井
桃
子　

岩
波
書
店　

一
九
八
一
年
三
月

３７
（　

）「
使
命
感
と
自
己
解
放
の
あ
い
だ
で　

石
井
桃
子
論
」　

清
水
真
砂
子　
『
本
の
現
在
』

３８

大
和
書
房　

一
九
八
四
年
九
月

（　

）「
使
命
感
と
自
己
解
放
の
あ
い
だ
で　

石
井
桃
子
論
」　

清
水
真
砂
子　
『
本
の
現
在
』

３９

大
和
書
房　

一
九
八
四
年
九
月

﹇
追
記
﹈　

石
井
桃
子
生
誕
の
地
に
は
現
在
、
石
井
氏
の
後
裔
の
方
が
在
住
す
る
。
現
地
研
究

調
査
（
二
〇
〇
四
年
九
月
二
一
日
）
に
際
し
、
桃
子
氏
の
甥
に
当
ら
れ
る
方
か
ら
お
話
を
伺

う
こ
と
が
で
き
た
。
石
井
桃
子
「
幼
も
の
が
た
り
」
に
、「
私
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
用
事
を
わ

ざ
わ
ざ
こ
し
ら
え
て
、
浦
和
の
甥
の
と
こ
ろ
に
出
か
け
た
」
と
の
記
述
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
起

さ
れ
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
桃
子
氏
は
現
在
、「
か
つ
ら
文
庫
」
の
あ
る
東
京
・
杉
並
の
自
宅
で

静
養
の
日
々
を
送
っ
て
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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埼玉の近代文化
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Modern Culture in Saitama prefecture

─ development of the children’s literature, Ishi Momoko’s work ─

　　
　

 

KONO, Motoki

　 埼玉 の文化は、 幸魂 の字義通り、豊かな自然と、 民 という富に恵まれ、文学の豊穣も
さきたま さきたま たみ

万葉の昔より約束されてきた。下っては、その近代文学もおもむろに歴史を重ねつつあ

るが、ここでは、埼玉の児童文学の展開に着目した。浦和出身の石井桃子は、日本のみな

らず国際的な児童文学者として知られるが、その多様な文業（児童文学作家・理論家・

翻訳家・児童図書館組織者・編集者）の検証を行った。自伝「幼ものがたり」に顕現す

る埼玉人としての石井、さらには、リリアン・Ｈ・スミス（カナダ）の児童文学理論を

受容した国際人としての石井、その重層的個性から、埼玉の郷土の特質を探った。

─ １４９ ─

キーワード：埼玉文化、児童文学、児童図書館、石井桃子、リリアン・ヘレナ・スミス
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